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待機費

出来高 出来高

待機費+出来高による支払ライン 少雪時における支払ライン
待機費+出来高による支払ライン

年間降雪量

金額 金額

＜現状の積算＞
・待機費+出来高を支払う

＜少雪時における積算イメージ＞
・少雪時においても固定的に発生する経費を積算（精算時）に計上する

道路除雪工の積算改定のイメージ

○令和３年度から、道路除雪工において、少雪時においても固定的に発生する経費を計上可能な
積算方法を試行。

待機費

※図表は金額の大きさを含めてイメージ

年間降雪量

少雪時には経費を計上できていない

一定の降雪量があれば問題はない。
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少雪時における除雪工事の積算（精算時）の試行内容

②間接工事費

○除雪機械の機種や台数に応じて固定的経費（①直接工事費分＋②間接工事費分）を計上

①直接工事費

＜現行＞

※

＜試行案＞
〇下記で算定する固定的経費より、左記で算定した経費が大きい場合

⇒現行のまま
〇下記で算定する固定的経費より、左記で算定した経費が小さい場合

⇒下記により機械損料の固定的経費を算定
固定的経費＝Σ（Ｋ・Ｄ）
Ｋ ： 除雪機械の機種や台数ごとに、償却費(1/2)と管理費(保険料、租税公課、
格納保管等経費）を積み上げ（円/日）

Ｄ ： 除雪体制確保期間【除雪機械の確保期間】（日）

〇除雪機械の運転時間または運転日数に応じて、出来高
（機械損料等）と待機費を算定

直接工事費に対応した間接工事費※１を率計算から計上※２

※２：間接工事費＝ 共通仮設費 ＋ 現場管理費 ＋ 一般管理費等
共通仮設費＝直接工事費 × 共通仮設費率
現場管理費＝（直接工事費 ＋ 共通仮設費 ） × 現場管理費率
一般管理費等＝（直接工事費 ＋ 共通仮設費 ＋ 現場管理費 ） × 一般管理費等率
（除雪機械を発注者から無償貸与している場合は、直接工事費は無償貸与機械評価額を対象）

※１：除雪機械の機種や台数に応じて、その管理に要する準備費、営繕費、労務管理費、従業員給料手当などを計上することになる。

※

※

※

※運転１時間当たりの換算値損料を活用。



3

令和６年度 冬期累積降雪量

令和７年３月３１日現在
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令和６年度の実績調査
（少雪時における道路除雪工の固定的経費の積算方法について（試行））

○持続的な除雪体制を確保・維持するため、少雪の年でも必要となる固定的経費を計上する取組と
して、令和３年度より「少雪時における道路除雪工の固定的経費の積算方法について（試行）」を
開始

○令和６年度実績調査により固定的経費の現状把握し、今後の本試行の積算方法を検討
○北海道開発局の試行対象工事が多いが、全国で試行が実施されている現状

①調査対象
令和５，６年度施工中工事のうち、固定的経費の積算方法に関する試行の対象となった工事（港湾空港工事・営繕工事は除く）

なお、令和５，６年度契約工事だけでなく、国債工事等の令和４年度以前に契約した工事で試行の対象となった
工事も対象としている。

②調査対象件数：８８２件

■固定的経費の積算方法に関する試行の対象となった工事（令和６年度施工中）
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北海道開発局

東北地方整備局

関東地方整備局

北陸地方整備局

中部地方整備局

近畿地方整備局

中国地方整備局

四国地方整備局

九州地方整備局

沖縄総合事務局

令和6年度契約工事

令和5年度契約工事

令和4年度以前契約工事

整備局名 R6件数 R5件数 R4以前件数 合計

北海道開発局 118件 118件 134件 370件

東北地方整備局 31件 33件 40件 104件

関東地方整備局 8件 10件 15件 33件

北陸地方整備局 34件 36件 43件 113件

中部地方整備局 22件 15件 26件 63件

近畿地方整備局 18件 19件 31件 68件

中国地方整備局 15件 19件 31件 65件

四国地方整備局 9件 14件 20件 43件

九州地方整備局 8件 6件 9件 23件

沖縄総合事務局 0件 0件 0件 0件

合計 263件 270件 349件 882件
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34件:4%

848件:96%

希望有り 希望無し

720件:85%

128件:15%

降雪が多い 左記以外

令和６年度の実績調査
（少雪時における道路除雪工の固定的経費の積算方法について（試行））

○ 試行対象工事のうち、約９６％が固定的経費積算の試行の希望をしていない。
○ 試行の希望無しのうち、令和６年度は約８５％が降雪量が多いという理由で、固定的経費積算の
試行の希望を行っていない。

■分析①
固定的経費の積算試行の希望の有無

■分析②
分析①で希望無しを選択した理由

（主な理由）
降雪量が多いため

（主な理由）
固定的経費として計上していないため
他の経費として計上しているため
受注者の意向がなかったため
業者からの協議がなかったため・・・

【全数：882件（R2～R6）】 【全数：848件（R2～R6）】

※うち15件は過年度実
績調査対象工事
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令和６年度の実績調査
（少雪時における道路除雪工の固定的経費の積算方法について（試行））

○ 固定的経費の積算試行の希望有りのうち、 実際に固定的経費の計上した工事は全国で10件。
○ 残り24件（約71％）は、降雪量が多く計上していない。

■分析③
固定的経費の積算試行の希望有り（34件）のうち、
固定的経費の計上の有無

【全数：34件（R2～R6） 】

（主な理由）
・降雪量が多かったため
・除雪実作業経費が固定的経費
（全体額）を上回ったため

工事種別施工地域地整名計上年度

維持工事神奈川県関東R5,6

維持工事香川県四国R5

維持工事香川県四国R5

維持工事愛媛県四国R5,6

維持工事愛媛県四国R5,6

維持工事愛媛県四国R5,6

維持工事愛媛県四国R5,6

維持工事奈良県近畿R4

維持工事徳島県四国R4

維持工事徳島県四国R4

■固定的経費計上工事

※R4計上の3件は、過年度実績調査済
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令和６年度の実績調査
（少雪時における道路除雪工の固定的経費の積算方法について（試行））

○少雪時における固定的経費のため、実際に計上した工事は、いわゆる積雪地でない地域で
活用されている状況。

○ 固定的経費の積算計上額は、21～2,668万円程度である。
○ 今回、固定的経費の対象とする除雪機械は凍結防止剤散布装置用の除雪トラックであり、機械
１台あたり11～336万円である。

■固定的経費計上工事の概要

１台当たり
の固定的経
費の積算計
上額（万円
／台）
（税抜き）

固定的経
費の積算
計上額
（万円）
（税抜き）

除雪実作業経費
（出来高分）及び
除雪待機費の合

計額
（万円）
（税抜き）

通知で定義され
た「固定的経費
（全体額）」の算
出結果
（万円）
（税抜き）

固定的経費の
対象とする
除雪機械の
台数（台）

工事種別施工地域地整名計上年度

3361,6784,1141,6785維持工事神奈川県関東R5,6

1388271269536維持工事香川県四国R5

109436404764維持工事香川県四国R5

802,5462,7075,25332維持工事愛媛県四国R5,6

1482,6682992,96718維持工事愛媛県四国R5,6

2012,0118362,84710維持工事愛媛県四国R5,6

2341,6393121,9517維持工事愛媛県四国R5,6

26783406633維持工事奈良県近畿R4

17331101432維持工事徳島県四国R4

11211371582維持工事徳島県四国R4
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受注者アンケート結果
（少雪時における道路除雪工の固定的経費の積算方法について（試行））

■固定的経費を計上した工事への費用計上に関するアンケート結果
（令和５，６年度に計上された工事）

○固定的経費を計上した工事７件全てで、固定的経費で算出された金額は
妥当と回答。

○固定的経費で算出された金額は妥当と回答した工事のうち、２件は積算
方法が複雑なので、簡単にしてほしいと回答。

○上記より、積算方法に関して改善の声はあるものの、全体としては少なく、
また、固定的経費を計上した工事全てで、算出された金額は妥当と回答
されている状況からも、早急に対応が必要な問題点は生じていない。
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• 道路除雪工における新たな積算方法を試行した結果、令和５，６年度は
降雪量が多かったこともあり、固定的経費に基づく契約変更を行った工
事は７件であった。

• 道路除雪工事における新たな積算方法を試行し費用計上した工事につ
いては、固定的経費の試算結果について、大きな問題は発生していな
い。

• また、アンケートを実施したが、本試行を希望した会社がまだ少なく、改
善すべき点の意見が少なかった可能性もある。

今後の実施方針（案）

新たな積算方法を広く周知しつつ、引き続き試行を実施し、
フォローアップしながら、積算方法の改善を検討


